[bookmark: _Hlk145082469]大豊町の農業について「地域計画」を作りましょう。
１．地域計画＝安心して農業を続けるための計画




現在
耕作されている農地が15年間で約４割減少（平成17年223ha→令和２年134ha）
農業所得の減少、燃料代や肥料代の高騰、鳥獣被害、人手不足、後継者不足等々・・・
対策
　　農業者、住民役場全員で話し合い、安心して農業を続けられる条件を作る。
　　　→　現在の課題、解決するアイデア、地域の農業の将来像を話し合い、
それを実現していくための計画＝「地域計画」を作りましょう。

２．地域計画作成のステップ



　ステップ１　大豊町を９つのブロックに分けます（⇒裏面参照）
　地域計画は、地域の農業の実態に合ったものを、農家、住民の意見を基本に作成する必要があります。農家、住民の意見が反映された計画にするためには、大豊町全域で一つの計画ではなく、地域性等を考慮して複数の計画を作成する必要があります。
そこで、地域担当地区の９つのブロックに分けて、順次計画を作成します。
　ステップ２　全農業者を対象にアンケートを行います
（⇒同封のアンケートの回答をお願いします）
　　　農業者の方に対して、役場がアンケート調査を行い、耕作する農地を拡大する予定なのか、縮小する予定なのかなどの意向を確認します。
　　　アンケート調査は、①同封のアンケート用紙、②ゆとりすと放送のタブレット（大豊町在住の方のみ）どちらからでも回答できます。

　ステップ３　課題とアイデアを皆さんで出し合いましょう
（⇒後日、話し合いの場の案内を町内放送等でお知らせします）
[bookmark: _GoBack]　　　ステップ２のアンケート結果を地図に描きます。そして、描いた地図を皆さんで見ながら、地域の農業の課題が何かを話し合いましょう。そして、それを解決するためのアイデアを出し合いましょう。
　　　このアイデアは、実現可能かどうかよりも、「こんなことができたらいい。」「こんなことをしてみたい。」「こんな制度があれば助かる。」のように、思いつくまま出し合いましょう。
[bookmark: _Hlk145082434]　ステップ４　アイデアを実現するための計画（＝地域計画）を作りましょう（⇒話し合いの場で完成させましょう）
　　　ステップ３で出されたアイデアから、実現可能なもの、工夫したら実現可能なものを計画書に記載しましょう。
　　　計画はいつでも何度でも変更可能です。新たなアイデアを追加することも可能ですし、大きく変更することも可能です。

（参考）他県の取組の例



　担い手がいない！
　　・農地を管理する法人を設立し、法人が農地の集積や後継者への引継ぎを調整する。
　すべての農地の管理はできない！
　　・耕作を続ける農地と耕作ができない農地に分け、継続できない農地については放牧、養蜂のための蜜源作物栽培、ハーブ栽培など、省力的な方法で管理ができるように。
　遊休農地を活用したい！
　　・遊休農地を利用して、市民農園、自然栽培の実験等を実施。


【問合せ先・アンケート提出先】　大豊町役場　産業建設課　産業振興班
住所　〒789-0392　高知県長岡郡大豊町津家1626番地
電話：0887-72-0450　　　FAX：0887-72-1613
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